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1 • 15日月次祭
午前10時～
高宮祭

第二宮•第三宮祭

宗像護国神社祭 (1 日）

午前 11 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(15 日）

30日午前9時～

第57回
中津宮七夕揮壼会
於＝大島・中津宮

31 日午後5時～

夏越の大祓神事
大祓式於＝神門前

引き続き

夏越祭於＝本殿

口
叫
叩
間

墓
所
は
大
島
の
安
昌
院
に
あ
る
了
兄
の
貞
任

は
、
前
九
年
の
役
で
の
和
歌
が
知
ら
れ
て
お
り

「
衣
川
の
柵
」
で
貞
任
が
騎
馬
で
敗
走
す
る
時
、

源
義
家
が
見
つ
け
衣
川
の
砦
に
か
け
て
「
衣
の

た
て
は
ほ
こ
ろ
び
に
け
り
」
と
下
の
句
を
投

げ
た
と
こ
ろ
、
貞
任
は
「
年
を
経
し
糸
の
乱

れ
の
苦
し
さ
に
」
と
す
か
さ
ず
上
の
句
を
返

し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
雅
心
に
感
動
し
追
跡

を
あ
き
ら
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
▼
宗
任
は

都
に
連
行
さ
れ
た
時
、
貴
族
が
奥
州
の
蝦
夷

は
花
の
名
前
な
ど
知
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
梅

の
花
を
見
せ
た
と
こ
ろ
「
わ
が
国
の
梅
の
花

と
は
見
つ
れ
ど
も
大
宮
人
は
い
か
が
い
ふ

ら
む
」
と
歌
で
返
し
、
都
人
を
驚
か
せ
た
▼
こ

の
時
代
の
戦
い
は
「
や
あ
や
あ
、
遠
か
ら
ん
者

は
音
に
聞
け
j
と
、
己
の
素
性
を
名
乗
っ
て
始

ま
る
、
一
対
一
の
戦
い
で
あ
り
潔
さ
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
が
元
寇
に
よ
り
一
変
す
る
。
集
団
で
襲
わ

れ
、
火
薬
等
の
新
た
な
兵
器
で
情
け
容
赦
な

い
戦
い
を
知
る
竺
万
葉
集
の
大
伴
家
持
の
歌
に

ゆ
み
づ
か
ば
ね

u

「
海
行
か
ば
水
漬
＜
屍
山
行
け
ば
草
生
す
屍

大
君
の
辺
に
こ
そ
死
な
め
か
へ
り
み
は
せ
じ
」

と
あ
る
。
こ
の
歌
の
魂
の
よ
う
に
、
鎌
倉
武
士

は
国
の
為
、
一
命
を
捧
げ
こ
の
国
難
を
救
っ
た
。

万
葉
の
時
代
も
若
者
が
国
を
守
る
為
、
辺
境

の
地
で
死
ん
で
い
っ
た
。
霊
魂
は
屍
よ
り
遊
離

し
、
故
郷
の
美
し
い
山
や
海
に
鎮
ま
る
。
こ
の

魂
の
伝
承
は
歌
と
共
に
今
に
つ
づ
く
。
（
渡
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1 -1 2-1 0-401 
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

紅‘会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 需話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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年
稀
に
見
る
好
天
に
恵
ま
れ
鏡
の
二
殿
に
て
現
地
大
祭
斎
行
。
御
神
前
了
た
。
二
報
を
取
得
し
記
録
、

様
な
海
と
な
り
穏
や
か
な
海
路
を
、
こ
に
は
全
国
各
地
の
参
拝
者
か
ら
の
i
正
午
、
参
拝
者
は
各
船
に
乗
り
」
発
信
す
る
こ
と
が
で

一
路
沖
ノ
島
を
目
指
し
た
。
二
御
神
酒
・
奉
献
品
が
供
え
ら
れ
、
：
込
み
沖
ノ
島
を
離
島
、
ゆ
っ
く
り
と
：
き
る
社
会
と
な
っ
た
。

午
前
九
時
に
は
全
船
沖
ノ
島
に
二
葦
津
敬
之
禰
宜
が
我
国
の
命
運
を
こ
島
を
周
回
し
午
後
二
時
過
ぎ
に
は
こ
便
利
な
一
方
で
祭
祀

到
着
し
、
一
同
直
ち
に
海
中
で
楔
一
か
け
た
日
本
海
海
戦
を
顧
み
て
国
丁
全
船
が
大
島
に
到
着
し
、
各
々
帰
二
り
神
聖
性
や
尊
厳
護

を
行
い
心
身
共
に
清
め
た
後
、
島
の
二
家
・
皇
室
の
御
安
泰
、
参
拝
者
を
二
路
に
つ
い
た
。
こ
特
の
観
点
か
ら
、
本

中
腹
に
鎮
座
す
る
沖
津
宮
本
殿
へ
こ
ほ
じ
め
国
民
の
平
穏
を
祈
る
祝
詞
―
一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な
こ
ヰ
よ
り
島
内
で
の
撮

は
、
四
百
段
に
及
ぶ
参
道
を
進
ん
：
を
奏
上
。
続
い
て
禰
宜
以
下
各
代
一
い
女
性
・
子
供
は
、
現
地
の
祭
典
と
二
影
を
制
限
す
る
こ
と

だ
。
二
表
が
順
次
玉
串
を
奉
莫
、
敬
虔
な
ご
ほ
ぼ
同
時
刻
に
大
島
「
沖
津
宮
遥
丁
と
し
た
。

午
前
九
時
三
0

分
、
沖
津
宮
本
ご
祈
り
の
な
か
滞
り
な
く
祭
典
は
終
二
拝
所
」
の
祭
典
に
参
列
、
沖
ノ
島
を
一
参
拝
者
の
反
応
は
、

｀
＇
＊
了
し
た
。
」
拝
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
：
当
日
の
祭
典
を
み
る

．
そ
の
後
、
波
止
]
遥
か
五

0
キ
ロ
先
の
沖
ノ
島
へ
祈
り
：
と
、
神
職
の
目
の
届
か

場
で
は
当
大
社
中
一
を
捧
げ
た
。
〖
な
い
所
で
は
、
参
拝
者

津
宮
の
氏
子
組
織
一
こ
の
沖
ノ
島
を
中
心
と
す
る
宗
二
同
士
注
意
し
合
う
等
、

で
あ
る
沖
・
中
両
こ
像
地
域
が
、
「
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産□
神
社
側
の
考
え
を
理

宮
奉
賛
会
、
同
翼
一
群
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
の
暫
二
畔
い
た
だ
い
た
よ
う

賛
会
の
奉
仕
に
よ
二
疋
リ
ス
ト
に
入
り
広
く
知
ら
れ
る
二

c

あ
り
、
今
後
も
、
古

り
直
会
が
行
わ
：
よ
う
な
る
と
、
祭
典
時
の
遺
跡
へ
の
二
代
よ
り
連
綿
と
祭
祀

れ
、
参
加
者
は
刺
i
立
ち
入
り
や
過
度
な
記
録
、
記
念
こ
か
受
け
継
が
れ
る
沖

身
、
煮
魚
な
ど
に
」
撮
影
等
、
島
へ
の
興
味
本
位
で
参
丁
ノ
島
を
五
感
で
感
じ
、

舌
鼓
を
打
ち
な
が

□
加
さ
れ
る
方
が
増
え
た
の
も
事
実
一
心
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に

ら
、
神
の
島
で
の
二

c

あ
る
。
近
年
の
電
子
機
器
発
達
二
記
憶
し
て
い
た
だ
き

ひ
と
時
を
過
ご
し
こ
に
よ
り
、
ど
な
た
で
も
容
易
に
情
丁
た
い
と
思
う
。

量
り
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三
笠
宮
の
御
長
男
・
寛
仁
親
王

□
目
の
「
敏
葬
の
儀
」
（
一
般
の
本
葬
）

殿
下
に
は
六
月
六
日
、
多
臓
器
不
：
当
日
午
前
十
時
、
遥
拝
式
を
斎
行

全
の
た
め
六
十
六
歳
で
ご
斃
去
あ
：
し
殿
下
を
偲
ん
だ
。
又
、
こ
の
儀
に

そ
ば
さ
れ
た
。
丁
合
わ
せ
高
向
宮
司
と
葦
津
（
敬
）
禰

当
大
社
で
は
哀
悼
の
意
を
表
し
二
且
も
上
京
、
一
般
拝
礼
し
、
玉
串

本
殿
横
に
記
帳
所
を
設
け
、
七
日
：
を
捧
げ
た
。

午
前
九
時
に
は
境

内
・
勅
使
館
前
に
て

宮
司
以
下
職
員
一

同
、
黙
祷
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
十
四

ノー

鼠百イ丁
ー～“-r-一—·―＾→：｀―- J亀—

り霊に を上際津日昭 に
申の感寛御し‘屋に和又ごi
し御謝イ一説、当崎津五、参—
上平す醗明当時ー屋十寛拝百視沖四王殿社
げ安る王申大のを崎七{―い合察ノ十殿下の＝
まをと殿し社葦御＾ 親た子‘島四下 □ 由豆内謹と下上に津訪現］王だ妃贋学年正冠胃宮
んものげ関宮問＂一殿い殿＋術のは宮深家

芦に胃： ：嘉［目］ [ ：、〖胃胃璽繭胃く、畠
祈御績。事参た市十、。共は御次和親大大

寛
仁
親
王
殿
下
の
ご
草
死
去
に
際
し

謹
ん
で
奉
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

氏
子
会
総
代
総
会
開
催

五
月
十
八
日
、
今
年
度
第
一
回
二
莉
入
職
員
と
し
て
四
月
一
日
よ
り
一

目
と
な
る
氏
子
会
総
代
総
会
が
置
：
当
大
社
へ
奉
職
し
た
葦
津
敬
之
禰
[

鮎
玄
二
郎
会
長
以
下
一

0

三
名
出
二
且
・
宗
像
崇
史
権
禰
宜
が
紹
介
さ
一

席
の
下
、
当
大
社
清
明
殿
に
て
開
丁
れ
た
。

催
さ
れ
た
。
一
議
事
は
置
鮎
会
長
が
議
長
に
選
一

先
ず
本
殿
に
て
正
式
参
拝
、
清
一
出
さ
れ
て
審
議
は
始
ま
り
、
事
務
i

明
殿
へ
移
動
し
開
会
、
神
宮
並
皇
こ
局
よ
り
平
成
二
十
三
年
度
の
氏
子
[

居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
：
会
事
業
報
告
と
決
算
報
告
の
後
、
一

の
綱
領
を
一
同
唱
和
し
、
置
鮎
会

□
小
島
監
事
よ
り
会
計
監
査
報
告
が
[

長
、
高
向
宮
司
が
挨
拶
を
行
い
、
二
汀
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
丁
中
野
武
評
議
員
に
置
鮎
会
長
よ
り

た
。
二
安
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
総
会
無
事

次
に
平
成
二
十
四
年
度
氏
二
閉
会
し
た
。

子
会
事
業
計
画
案
、
予
算
案
i
又
、
六
月
二
十
二
日
に
は
第
一

に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
一
回
氏
子
評
議
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

さ
れ
、
こ
ち
ら
も
前
回
一
致
二
夏
の
大
祓
式
に
関
わ
る
人
形
並
献

で
承
認
さ
れ
た
。
：
米
袋
の
配
布
並
取
り
纏
め
の
件
を

本
年
度
よ
り
評
議
員
に
就
丁
中
心
に
審
議
が
な
さ
れ
、
各
評
議

任
さ
れ
た
方
々
も
多
く
、
事
二
貝
の
皆
様
に
人
形
・
献
米
袋
を
お

務
局
よ
り
氏
子
会
組
織
の
由
こ
斑
ち
帰
り
頂
き
、
配
布
作
業
に
御

来
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
二
奉
仕
頂
い
た
。

れ
、
併
せ
て
氏
子
会
費
取
り
一
本
年
度
よ
り
新
た
に
御
就
任
頂

纏
め
に
つ
い
て
も
御
理
解
と
一
い
た
新
役
員
、
総
代
・
評
議
員
の

御
協
力
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
。
こ
首
様
に
は
今
後
の
大
社
の
諸
行
事
・

最
後
に
、
本
年
度
よ
り
総
：
祭
典
等
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
す

代
・
評
議
員
に
新
た
に
御
就
：
る
と
共
に
引
き
続
き
総
代
・
評
議

任
頂
い
た
方
々
へ
の
委
嘱
状
二
貝
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
方
々
に

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
該
当
こ
竺
吏
な
る
お
力
添
え
を
お
願
い
申

者
を
代
表
し
て
田
島
地
区
の
了
し
上
げ
ま
す
。
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推
定
す
る
新
し

い
調
査
方
法
を

開
発
・
実
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
手
法
を
学

天
然
記
念
物
の
海
鳥
カ
ン
ム
リ
：
地
は
、
沖
ノ
島
の
南
東
一
け
に
あ
る
一
こ
の
よ
う
に
二
度
も
ド
ブ
ネ
ズ
こ
ふ
た
め
で
し
た
。

ウ
ミ
ス
ズ
メ
（
写
真l
)は
、
国
内
で
了
小
屋
島
で
、
沖
ノ
島
そ
の
も
の
か
i
ミ
が
小
屋
島
に
侵
入
し
て
被
害
を
i
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ

は
わ
ず
か
に
十
ヶ
所
ほ
ど
の
島
で
：
ら
は
こ
れ
ま
で
に
繁
殖
の
記
録
は
こ
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
ノ
島
二
人
ズ
メ
は
、
岩
の

繁
殖
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
：
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
口
か
ネ
ズ
ミ
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
二

9

き
間
の
奥
で

日
本
鳥
学
会
が
発
行
す
る
日
本
鳥
一
以
前
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
二
り
で
は
な
い
か
と
考
え
、
二
0
-
0

二
営
巣
す
る
た
め

類
目
録
で
は
、
繁
殖
地
の
―
つ
が
二
本
誌
第
五
七
七
号
、
第
五
九
七
ニ
ヰ
に
沖
ノ
島
で
ネ
ズ
ミ
調
査
を
行
こ
に
、
繁
殖
地
に
上
陸
し
て
の
巣
探
し
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
筑
前
沖
ノ
島
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
二
号
）
、
小
屋
島
で
は
約
二0
0

つ
が
[
な
つ
た
と
こ
ろ
ヽ
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
ヽ
ク
こ
ほ
な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
り
ま
i
そ
こ
で
ヽ
ぉ
二
人
が
帰
国
し
た

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
繁
殖
一
い
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
、
ヒ
ニ
マ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ッ
カ
ネ
ズ
ミ
が
沖
ノ
ニ

9

。
お
二
人
の
手
法
は
、
「
ス
ポ
ッ
一
後
、
四
月
二
十
四

s

二
十
五
日
に
か

ゲ
ス
ゲ
に
覆
わ
れ
た
草
二
島
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
丁
ト
ラ
イ
ト
サ
ー
ベ
イ
」
と
い
う
も
の
一
け
て
の
夜
間
に
、
沖
ノ
島
に
は
上
陸

｛
口
]
]
]
[
[
]

□叫
雷
疇
言
冑
口
』
[

草
ほ
ぼ
全
滅
に
近
い
被
害
丁
た
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
沖
ノ
島
で
一
三
月
二
十
七
日
の
夜
に
は
、
小
一
ミ
ス
ズ
メ
を
探
し
ま
し
た
。

年
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
丁
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
繁
殖
し
て
二
屋
島
に
上
陸
し
て
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
一
地
図
に
は
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

0

後
の
ネ
ズ
ミ
駆
除
に

□
い
る
の
か
ど
う
か
の
確
認
と
ネ
ズ
ニ
人
メ
の
繁
殖
を
確
認
し
ま
し
た
（
写
：
を
見
つ
け
た
場
所
を
黒
丸
で
示
し

1
1ょ
っ
て
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ミ
類
の
生
息
状
況
を
調
べ
る
こ
と
[
真

l口
云
月
二
＋
八
ー
ニ
＋
九
日
]
J
あ
り
ま
内
右
下
の
小
屋
島
の

｛
ス
ズ
メ
の
繁
殖
数
は
回
二

c
し
た
。
今
回
は
、
ア
メ
リ
カ
と
力
ロ
に
か
け
て
の
夜
間
に
は
、
小
屋
島
[
周
り
で
は
当
然
に
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス

り
復
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
：
ナ
ダ
の
調
査
研
究
所
の

H

・
カ
ー
：
と
沖
ノ
島
の
周
辺
海
上
で
ス
ポ
ッ
ト
ニ
人
メ
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
し
か

夜ン
が
、
二
0
0
九
年
に
再
：
タ
ー
氏
と
D

・
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
氏
ご
フ
イ
ト
サ
ー
ベ
イ
を
実
施
し
ま
し
た
丁
し
驚
い
た
こ
と
に
、
沖
ノ
島
の
北
側

ム

Bび
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
．
を
招
い
て
共
同
で
調
査
を
行
な
い
・
（
写
真

2
)。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
＂
と
東
側
（
地
図
の
上
側
と
右
上
側
）

が
あ
り
、
五
ー
六
羽
程
：
ま
し
た
。
海
外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
お
二
大
候
が
悪
化
し
て
波
が
高
く
、
危
二

c

カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
結
構
見

g
度
で
し
た
が
食
べ
ら
れ
二
人
を
招
い
た
理
由
は
、
彼
ら
が
・
険
な
状
態
に
な
り
、
思
う
よ
う
に
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
沖
ノ
島

閂
て
し
ま
い
ま
し
た
。
了
ワ
ミ
ス
ズ
メ
類
の
繁
殖
個
体
数
を
こ
海
上
セ
ン
サ
ス
を
行
な
う
こ
と
が
：
そ
の
も
の
に
も
繁
殖
場
所
が
あ
る

【地図］沖ノ島・小屋島周辺海上でのカンムリ
ウミスズメの確認地点(2012年4月 24~25 日）
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こ
と
を
強
く
示
す
も
の
で
す
。
実
際

に
は
、
ま
だ
沖
ノ
島
で
は
繁
殖
場
所
は

確
認
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
来
年
の
繁

殖
期
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

よ
い
が
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー

ス
で
あ
り
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の

今
後
の
保
全
を
考
え
る
上
で
も
重
要

な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

五
月
十
四
日
、
講
演
の
為
来
：
さ
れ
た
と
の
事
。

福
さ
れ
た
小
野
田
寛
郎
氏
が
ご
一
講
演
で
は
、
討
伐
隊
と
の
戦

夫
人
と
共
に
当
大
社
を
参
拝
さ
一
闘
、
又
追
い
詰
め
ら
れ
る
こ
と
に

れ
た
。
ぶ
＇
、
凡
よ
っ
て
五
感
が
研
ぎ

r

ク

ご
周
知
の
通
没
i
←
゜
：
澄
ま
さ
れ
、
飽
食
の

ヽ

り
、
氏
は
戦
争
終
‘
>
.
ィ
．
時
代
に
生
き
る
我
々

；□
い
、
I
{

yc

結
後
も
二
十
九
．
」
に
は
到
底
辿
り
つ
け

年
間
に
亘
っ
て

.. 

な
い
精
神
下
に
置
か

ょ
←
＾

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
パ
一
．
‘
-
れ
た
体
験
等
、
貴
重

·,'~9» .'‘ 

ン
グ
島
で
残
智
諜
ス
／
」
『
、
な
お
話
を
拝
聴
す
る

¥

r

,

'

,

`

i
 

9

，
り
•
し
，
．

者
と
し
て
の
任
-
i

bi
ぃ
V
i
た
，
．
こ
と
が
出
来
た
よ
う

務
を
遂
行
し
、
帰
：
‘
じ
t
'
で
あ
る
。

還
後
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
農
場
を
営
む
i
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
一
貫

傍
ら
我
国
の
青
少
年
育
成
の
活
丁
し
て
氏
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、

動
も
行
わ
れ
て
き
た
。
二
変
国
心
が
希
薄
に
な
り
、
日
本
人

翌
日
岡
垣
町
で
行
わ
れ
た
講
丁
こ
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

演
会
に
出
席
し
た
当
大
社
職
員
：
を
失
い
つ
つ
あ
る
我
国
の
未
来
を

に
よ
る
と
、
九
十
歳
と
い
う
年
齢
一
憂
い
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
氏
は
起
立
さ
れ
一
小
野
田
氏
の
益
々
の
ご
健
勝

た
ま
ま
九
0
分
に
亘
っ
て
講
演
を
：
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

【写真2] スポットライトサーベイを行なう
カーター氏とウィットワース氏
(2012年3月 28 日）

九
州
式
内
社
顕
彰
会

しわ朴I 拝三
合れ式の十六
わ‘内後名月
れ今社‘の四
た後顕当会日

゜腐更奇靡五
胄ぢ清集‘}|、1
r 結明い各
う成殿‘地
ぃ式に正ょ
てがて式り
話行九参約

................................................ 

に敬遥参ヘ
舌神拝拝渡翌
鼓婦所し島日
を人をた当は

・ーニで｀一，．、ママ・ミ・ゞぶニュ打部参後 希

は 図社顕はい退は存岡州うかある帳云法年延 嘉闘邦岡査畠
三嘉ぎ：塁筵こ0 k 急ヽり塁冗雰ヽ畠：閾；拿品塁苫喜壱魯讐畠皇
よ会与の通貫馨神知そは＋いし；聰のさー五定竺社iしたはや宮筑
且盆嚢芦¥靡眉茫ザ今ょ貸だ｛贔朝：悶畠喜［空丘産胃悶旦舟嬰
り身。を神の的多衰で社福九を廷でい名芭た七、 幸宮宮式島

.................................................................................................................... 

の社のの た名式し六--,部団当

i i i [ i゜：i [9 9: :』を拝じ動 回を意運改し内局
記をめは の行にび革ヵ、社と

万し中と‘ 結ぅょとビし農、し
るた心し本 成こり弯ょ国よ活
。マにて年 式と引たつの云動
ツ、、の ととき。て進九し
プ式各対 なな続し昨め、）、卜1 た
等内地馬 っりきか年る支財

結
成
式
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宗像大社奨学金受潅合生:r·i乍tlti紹介~

「宗像大社での思い出」

香椎工業高校 3年黒川健太郎（日の里中出身）

僕の宗像大社での思い出は、小さいころから

今まで、沢山の思い出がありました。その中で特

に印象深く楽しかった思い出がいくつかありま

す。

先ずは、小学校の時に、おじいちゃん、おばあ

ちゃんと初詣に行ったことです。

おじいちゃんが亡くなって、三人で来る事は出

来なくなりましたが、おばあちゃんが露店でお

餅を買ってくれて、三人で食べたことを今でも

覚えています。

二つ目は、中学校の部活動のときに競争して

みんなで走りに行ったことです。順位を争って

一生懸命走った後に、お参りをして、おみくじを

引いたのが楽しい思い出です。帰りも走ってと

ても疲れたことも覚えています。

最後は、家族で初詣に行ったことです。僕は四

人兄弟です。一番上の兄さんと二番目の兄は、県

外に就職し、昨年まで、ここで奨学金を頂いてい

た姉も東京の大学に進学しました。これからは、

家族そろって宗像大社に参拝にくることも少な

いかと思いますが、兄たちがお正月など帰省し

た時には、また家族皆で参拝にきたいと思います。

そして、楽しい思い出を増やしたいと思います。

この奨学金を頂きありがとうございます。

「宗像大社での思い出」

宗像高校2年遠藤克国（大島中出身）

私の故郷大島の中津宮には宗像三女神の淵津姫神が祀られて

います。三女神が年に一度集まる「みあれ祭」には子供の頃から

いろいろな形で係わってきました。

保育園の時には旗を振り、小学校の時は鼓笛隊でパレードの先

導に立ち、中学校の時は父の船に乗り海上パレードにも参加しま

した。父は漁師を営んでいるので、私が大島にいた十五年の間に

二度程、御座船として御神輿を船に乗せ先頭を走ったこともあり、

その都度船に同乗させてもらい、お祭りを楽しんできました。

そしてパレードが終わると、もう一つの楽しみが待っていま

した。それは家族で宗像大社にお参りすることでした。田島放

生会では境内にたくさんの露店が並んでいて、ウキウキしたお

祭り気分を昧わうことが出来ました。

又、少し奥の方に進むと本殿があり、神門をくぐると賑やかさ

とは打って変わって、お宮独特の雰囲気があり、それを私はとて

も気に入っています。何となく気持ちが落ち着き、心が清められ

癒される思いになります。そこでしっかりとお参りをして、最

後におみくじを引きます。毎年同じようなことの繰り返しですが、

何か良いことがありそうで、ほっと一安心します。

そして、最大の楽しみは直会のお弁当でした。お宮で食べるこ

とが出来たから特別に美昧しかったのかも知れません。そこで

出された甘酒の昧が忘れられず、毎年冬には祖母に甘酒を作っ

てもらっています。

私の好きな宗像大社には、このように今までたくさんのいい

思い出が残っています。

昌、直譴 「宗像大社短歌大会」のご案内
◆日時平成24年11 月 1 1 日（日） ：◆選者小中高生の部＝桜川冴子 （敬称略 •50音順）
〇小中高生の部… 9:30~11:00 : 一般の部＝青木昭子・桜川冴子・野田光介・山本加壽子
〇一般の部…12:00~15:40 ~ ※講演（一般の部）＝藤野早苗 題目＝「愛のうた」

◆会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島2331 ） ：◆発表平成24年11月 11 日（日） 大会当日
◆応募方法 i 選考結果送付希望の方は、結果送付代
〇詠草…小中高生は 1人 l 首。 ：◆賞 (50円切手2枚）を同封して下さい。

一般は 1人2首まで可（未発表のもの厳守）。 B4の400字 小中高生の部＝宗像市長賞・宗像市教育委員会賞・
詰め原稿用紙の右半分に楷書で作品（固有名詞など難 福津市長賞・福津市教育委員会賞・
読語にはふりがなを）、左半分に郵便番号・住所（マンショ 宗像大社賞·毎日新聞社賞・奨励賞
ン名も）・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記のこと。；
小中高生は学校・学年も明記のこと。 ^ 一般の部＝福岡県知事賞・福岡県教育委員会賞・

0出詠料… l首 l,000円 : 宗像市長賞・宗像市教育委員会賞・福津市長賞・
（定額小為替にて。小中高生は無料）。 ; 福津市教育委員会賞・毎日新聞社特別賞・
詠草集送付のための切手(50円切手2枚）を作品と同封のこと。 宗像大社宮司賞・宗像大社氏子会賞・
〇締切日… : 宗像大社賞・毎日新聞社賞・佳作

一 般＝平成24年8月31 日（金）（当日消印有効） ：◆主催 「宗像大社短歌大会」実行委員会
小中高＝平成24年9月 8 日（土） （当日消印有効） ：◆共催 毎日新聞社

〇送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17 j◆後援 福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・
「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局 宛 : 宗像市教育委員会・福津市・福津市教育委員会・
「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。 : 宗像大社・宗像大社氏子会

〇お問合せ先…上記の送り先へ往復葉書で。
※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。
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8
 

6

い
し
い
た
だ
し

h

2

ｷ

 

” 
・
｀

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
大
祓
神
事
を
中
・

r
 

心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流
行
す
る
悪
疫
を
、

除
去
し
、
皆
様
方
の
心
身
の
罪
・
稼
を
人

形
に
託
し
て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持

ち
で
、
毎
日
を
無
事
に
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
祈
り
を
込
め
た
神
事
で
ご
ざ
い

ま
す
。本

年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し
ま
す

の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
御
参
拝

下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
七
月
三
十
一
日
（
火
）

午
後
五
時
ー

お
お
は
ら
え

◆
大
祓
神
事
引
き
続
き

な
f
ー
し
さ
い

夏
越
祭
斎
行

年
の
歳
月
が
た
っ
た
。
戦
争
を
経
験
一
が
B
2
9
は
恐
怖
の
飛
行
機
だ
っ
た
。
：
を
歩
い
た
が
、
こ
こ
は
旧
軍
の
爆
撃
一

し
た
人
も
、
九
十
、
八
十
代
と
な
り
―
重
い
爆
音
、
高
空
を
飛
行
機
雲
を

□
機
や
戦
闘
機
を
格
納
す
る
掩
蔽
濠
―

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
」
残
し
飛
行
し
て
い
る
。
見
る
だ
け
で
：
が
残
っ
て
お
り
、
し
ば
し
足
を
留
め
[

し
か
し
時
折
り
街
を
歩
く
と
、
丁
も
恐
ろ
し
か
っ
た
。
旅
す
る
と
資
料
[
た

o

轟
音
を
た
て
て
出
撃
す
る
の
i

戦
争
の
記
憶
が
甦
る
こ
と
が
あ
る
。
一
館
や
博
物
館
へ
足
を
延
ば
す
が
、
館
口
か
目
ぶ
た
に
浮
ん
だ
。
一

蒼
天
の
空
を
見
上
げ
る
と
、
一
筋
の
一
の
片
隅
に
は
戦
時
中
の
生
活
用
具
一
信
州
松
代
に
行
っ
た
時
に
は
、
松
一

飛
行
機
雲
が
流
れ
て
い
る
。
き
ま
っ
□
か
展
示
さ
れ
て
い
る
。
：
代
の
大
本
営
の
岩
窟
に
、
た
ち
寄
っ
一

て
ボ
ー
イ
ン
グ
B
2
9を
思
い
出
す
。
一
子
供
の
頃
、
見
た
り
使
っ
た
り
の

□
た
。
本
土
決
戦
の
構
想
を
描
き
軍
[

経
験
が
あ
り
当
時
の
事
が
思
二
部
の
逼
迫
し
た
姿
が
よ
め
た
。
i

い
出
さ
れ
て
懐
か
し
い
。
一
宗
像
市
や
福
津
市
、
古
賀
市
に
一

街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
戦
丁
も
戦
争
遺
産
は
あ
る
。
こ
に
軍
艦
防
波
堤
が
あ
る
こ
と
を
教
こ
旧
制
中
学
校
の
軍
事
訓
練
に
使
わ

争
遺
産
が
残
っ
て
い
る
。
一
沖
ノ
島
は
世
界
遺
産
に
む
け
て
一
え
て
も
ら
っ
た
「
若
い
時
に
は
何
度
丁
れ
て
い
た
。
こ
の
艦
は
、
第
一
次
世

冨
ヵ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
沖
ノ
島
丁
か
行
き
ま
し
た
ヨ
」
と
い
う
。
後
日
二
界
大
戦
に
地
中
海
の
マ
ル
タ
島
を
拠

：
ほ
戦
争
遺
産
も
残
っ
て
い
る
。
大
戦
こ
頁
料
も
送
っ
て
き
た
。
た
ま
た
ま
福
二
点
と
し
て
、
連
合
軍
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ

二
木
期
に
は
約
二
0
0

人
陸
海
軍
が
二
岡
の
書
店
を
の
ぞ
い
て
い
た
ら
「
旧□
フ
ン
ス
等
）
の
輸
送
と
安
全
に
ド
イ

]
陣
を
か
ま
え
た
。
弾
薬
庫
、
監
視
二
軍
史
跡
を
歩
く
」
（
日
本
本
土
に
遺
一
ツ
海
軍
と
戦
い
活
躍
し
た
「
栄
光
の

二
咀
や
砲
台
の
台
座
や
水
槽
も
残
っ
て
：
る
戦
争
遺
産
、
飯
田
則
夫
、
新
人
物
二
歴
史
」
を
持
っ
た
艦
で
あ
っ
た
。
あ

□
い
る
し
、
ほ
ぼ
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
一
文
庫
）
を
見
つ
け
た
。
そ
こ
に
は
田
一
と
二
艦
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭

：
る
が
、
軍
用
道
路
も
あ
る
。
玄
界
：
代
さ
ん
が
話
し
を
し
て
い
た
若
松
二
和
二
十
年
四
月
、
沖
縄
特
攻
作
戦

ご
沿
岸
、
島
々
に
も
軍
事
施
設
の
跡
が
二
り
軍
艦
防
波
堤
も
紹
介
し
て
あ
る
。
二

C
戦
艦
大
和
を
護
衛
し
、
奇
跡
の
生

」
残
っ
て
い
る
。
こ
防
波
堤
と
な
っ
た
駆
逐
艦
は
戦
史
に
こ
還
を
し
た
冬
月
と
涼
月
で
あ
る
。

―
遠
賀
郡
芦
屋
町
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ニ
残
る
働
き
を
し
て
い
る
艦
で
あ
っ
た
。
一
田
代
氏
に
「
よ
か
っ
た
ら
案
内
し

：
ト
・
田
代
恒
雄
氏
と
話
を
し
て
い
た
二
柳
」
は
昭
和
十
五
年
に
除
籍
さ
れ
、
：
ま
す
ヨ
」
と
言
わ
れ
、
次
回
は
そ
の

：
ら
、
北
九
州
市
若
松
（
同
海
湾
口□

戦
争
中
は
佐
世
保
港
に
係
留
さ
れ
こ
防
波
堤
を
報
告
し
た
い
。

夏
越
の
大
祓
神
事
ご
案
内
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[
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

i
散
り
始
む
牡
丹
の
花
び
ら
拾
ひ
き
て
押
し
花
と
せ
む
花
の
命
を

]
散
り
始
め
た
牡
丹
を
惜
し
む
気
持
ち
を
二
句
•
四
句
切
れ
で
詠

]
『
あ
る
。
初
句
を
〈
散
り
初
め
し
〉
と
し
四
句
切
れ
に
す
る
と
、

]
作
者
の
優
し
い
気
持
ち
が
、
よ
り
滑
ら
か
に
伝
わ
る
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
]
宗
像
市
池
田
森
龍
子

黒
縁
の
眼
鏡
は
若
し
世
界
一
の
木
村
次
郎
衛
門
氏
百
十
五
歳
]
散
歩
中
同
じ
会
話
の
繰
返
し
老
い
に
味
方
の
風
受
け
て
歩
く

感
動
が
意
欲
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
少
し
言
葉
が
詰
ま
っ
て
い
[
-
い
つ
も
の
仲
間
と
の
気
の
お
け
な
い
散
歩
の
情
景
。
同
じ
話
を

一
汀
麟
：
い
い
い
パ
い
ロ
ロ

□
三
『
縁
の
眼
鏡
の
目
召
言
戸
員
汀
汀
汀

0歩
く
の
だ
。
ニ

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

鏃
の
字
を
矢
じ
り
と
読
み
て
矢
さ
き
と
は
読
ま
ざ
り
し
わ
が
倭
人
の
さ
が
や
一
恣
意
的
に
聴
覚
映
像
竹
林
を
胸
裏
に
収
め
眠
り
に
入
り
ぬ

鏃
の
字
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
き
に
、
矢
さ
き
で
は
な
く
、
矢
[
作
者
塁
孟
登
遮
び
か
ゎ
ざ
と
漢
字
の
硬
い
響
き
巴
＝

E
葉
を
並

一
い
汀
鰐
冒
冒
汀
い
』
汀
鱈
る
と
思
う
作
口
｀
且
コ
認
冒
髭
[
[
言
。
を

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
]
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

~
六
百
五
十
年
の
齢
の
イ
ブ
キ
ビ
ヤ
ク
シ
ン
に
わ
れ
は
自
ず
と
手
を
合
は
せ
た
り

春
立
ち
て
シ
ャ
ツ
新
し
く
街
を
往
く
少
し
汗
ば
み
気
力
湧
き
く
る
~

一
樹
齢
六
百
五
十
年
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
と
も
な
れ
ば
自
然
に
手
を
合

春
の
街
を
歩
く
作
者
の
心
弾
み
が
爽
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
~

二
―
句
〈
シ
ャ
ッ
新
し
く
〉
が
季
節
の
移
り
を
具
体
的
に
表
し
、
〈
汗
一
」
―
わ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
偉
容
が
想
像
で
き
る
。
古
木
の
命
に
打

ば
み
〉
が
結
句
を
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
一
た
れ
た
作
者
に
素
直
に
共
感
で
き
る
歌
。

]
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

[
大
空
へ
枝
伸
ば
し
た
る
桑
の
木
は
五
月
の
風
に
ゆ
る
や
か
に
揺
る

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

＂
一
読
、
気
持
の
よ
い
景
が
目
に
浮
か
ぶ
歌
。
揺
れ
て
い
る
の
は

子
の
操
縦
わ
れ
は
戦
時
に
思
ひ
寄
せ
沖
縄
の
果
て
昼
の
空
航
＜
~

一□
[
[
ロ
ロ
｀
口

□
冒
一
い
汀
言
汀
《
汀
ら
ば
語
順
を
換
え

-
h
 

~
ひ
と
あ
め
が
降
れ
ば
す
な
ほ
に
一
雨
分

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
＂

ふ
と
れ
り
キ
ウ
ィ
の
い
ま
だ
青
き
実

山
桜
盛
れ
る
宿
の
庭
に
出
で
湯
気
の
た
ち
た
る
昼
鮪
い
た
だ
く
[

山
桜
の
さ
く
庭
園
で
の
ラ
ン
チ
、
四
句
の
〈
湯
気
の
た
ち
た
る
〉
一

一
汀
員
ロ
ロ
[
:
』
:
t
i
冒

0げ
て
を
さ
な
児
の
髪
く
し
や
く
し
や
に
す
コ
る
ー
や
い
」
つ
る
に
風
戯
れ
る

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

畔
血宗
像
大
社
歌
会
詠
草

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

宗
像
市
日
の
里
石
松

鎮
国
寺
枝
垂
れ
の
藤
や
緋
鯉
泳
ぐ

臥
所
よ
り
楠
の
若
葉
の
揺
れ
を
見
る

ー
叶
り
口
心
い
い

い
て
お
り
ま
す
。
境
内
を
掃
除
す
れ
ば
多
量
の
汗

が
吹
き
出
し
、
つ
い
冷
房
の
ス
イ
ッ
チ
に
手
を
伸
ば

し
た
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
大
社
に
も
電
力

会
社
よ
り
今
夏
一
〇
習
の
節
電
要
請
が
届
き
、
当

然
冷
房
な
ど
は
言
語
道
断
。
原
点
回
帰
し
、
扇
子

や
団
扇
な
ど
で
暑
さ
を
耐
え
忍
ん
で
お
り
ま
す
▼

そ
し
て
当
大
社
の
節
電
対
策
と
し
て
、
先
ず
電
球

を
L
E
D

に
替
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
七
ー
九
月
の

間
、
土
・
日
曜
、
祝
日
、
朔
日
(
-
日
）
を
除
く
平
日

は
「
儀
式
殿
」
を
閉
鎖
し
、
全
て
の
ご
祈
願
（
ご
祈
祷
）

を
「
祈
願
殿
」
で
行
い
ま
す
。
ご
参
拝
の
皆
様
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理

解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
了
ま
た
、

今
月
三
十
＿
日
に
は
「
夏
越
の
大
祓
式
」
が
ご
ざ
い

ま
す
。
是
非
ご
参
列
頂
き
、
直
径
三
討
日
本
一
の

「
大
茅
の
輪
」
を
潜
り
罪
機
れ
を
祓
い
、
健
や
か
に

暑
い
夏
を
お
過
ご
し
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
鈴
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

百
穀
を
潤
す
雨
や
麦
の
秋

駐
闘俳
句
作
品
集

弘
次




